	審査番号：（記入不要）


 公益財団法人 鉄 鋼 環 境 基 金　令和7年度 研究助成金申請書　
（一般研究助成・若手研究助成用）
	申請者
	所属・役職
	（所属は大学で学部・学科に相当するところまで。役職を忘れずに。）

	
	ふりがな
氏名
	

	生年月
	西暦　　　（日は不要）
　(若手条件確認用)

	

	Ⅰ．研究計画の概要

	1．申請区分
	(  )一般研究助成　　　　　(  )若手研究助成

	2．研究期間
	(  )新規申請 （研究期間   年）　　(  )継続申請 （研究期間   年中   年目）

	3．研究テーマ
	（30文字以内厳守で記載して下さい。）

	4．研究の概要（ニーズ・目的・方法・手段・新規性・独自性・成果の適用分野・効果が分るように記入する。）

	
	（行数を増やさず、文字の大きさも変えないこと）


	5．研究の要旨（上記概要を４行以内で表現する。）

	
	（行数を増やさず、文字の大きさを変えないこと）




	6．該当する環境保全技術課題（募集要綱４．環境保全技術課題の具体例とその背景に該当する場合に記入する。）

	                                  
	該当する技術課題
	（テーマに最も近い課題番号・課題名を必ず記載してください。）

	
	関連する技術課題
	（テーマに関連する課題番号・課題名が他にあれば記載してください。）

	7．関連する当財団の助成研究（申請者・共同研究者が過去に助成を受けた研究と関連する場合に記入する。）

	
	報告書番号
	研究テーマ名

	
	
	

	
	
	

	8．研究スケジュール及び所要研究費（作成要領の記載例を参照してください。）

	
	
	令和6年度助成実績
	令和7年度申請分
	令和8年度以降の予定
	

	
	
	R6年11月～R7年10月
	R7年11月～R8年10月
	R8年11月～R9年10月
	

	
	研
究
主
要
項
目
	






	






	






	






	

	
	所要研究費の総額（千円）
	見込
	
	計画
	
	予定
	
	

	
	本財団の助成金（千円）
	実績
	
	申請
	
	予定
	
	

	9．連絡先及び連絡者
（この個人情報は外部には一切漏洩しません。）
＊申請者が望ましいが、
代理の方でも可。
	郵便番号
	〒　

	
	住　所
	　　（研究室の郵便番号、住所、電話番号）

	
	Tel
	
	E-mail
	（申請者のメールアドレス）

	
	所属・役職
	（申請者と同じ場合は、省略）

	
	氏  名
	（申請者と同じ場合は、省略）



10．令和7年度所要研究費内訳明細書　（直接記入でもエクセル版を図としてコピーしても可。１Pにまとめる）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	費目
	明細
	本財団の
助成金

	(1)機材・  器具費
	品名（仕様）
	用途
	－

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	計
	(小計)

	
	研究終了後の活用予定：　（○○○○○○の研究に利用）
	－

	(2)資材・   材料・    薬品費
	品 名
	単 価
	数 量
	－

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	計
	(小計)

	(3)文献・   資料の   収集費
	名称
	件数
	－

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	計
	(小計)

	(4)人件費

	作業内容
	単価
	人数×日数
	－

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	計
	(小計)

	(5)旅費

	出張目的
	単価
	回 数
	－

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	計
	(小計)

	(6)経理処理経費
	用途： (大学の間接経費)
	

	(7)その他



	項 目
	－

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	計
	(小計)

	総合計
	合計



総合計の金額は、P１「8．研究スケジュール及び所要研究費」の申請額と合わせて下さい。
Ⅱ．研究計画の詳細（文字のフォントを変えずに記載。下記１．～４．を全体で１ページに収めて改ページ。）
１．本研究のニーズ及び目的








２．本研究の方法及び手段










３．本研究の新規性・独自性








４．本研究成果の適用分野とその効果









５．研究実施計画の詳細（本項は最大３ページ。必要に応じ、図表等を入れて下さい。最終ページは改ページ。）

(複数年度で申請の場合、各年度の実施項目・内容がわかるように記載してください。)

６．令和6年度（まで）の進捗状況（本項は最大３ページ。最終改ページ。 新規申請の場合は不要、ページ削除。）



７．本研究に関するこれまでの知見（本項は最大１ページ。７．～９．は区切りの良いところで改ページ。）


８．本研究に関する国内外の状況（本項は最大１ページ。）

















９．本研究に関する主要発表論文（本項は最大１ページ。行数、列幅は適宜変更してください。）

	論文名
	執筆者名
	発表先
	発表年月

	

	
	
	

	

	
	
	

	

	
	
	

	

	
	
	

	

	
	
	

	

	
	
	

	

	
	
	

	

	
	
	

	

	
	
	

	

	
	
	




10．研究体制（申請者本人を含む）（10.と11..合わせて最大１ページ。行数、列幅は適宜変更してください。）

	氏名
	所属（大学の学部・学科相当まで）・役職
	本研究の中での役割

	①
	
	

	②
	
	

	③
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



11．研究者（上記研究者全員）の略歴（就職前の最終学歴以降の学歴・職歴）（最終改ページ。）
①









②










③













	
Ⅲ．質問事項 (回答必須)

	今後の財団活動の参考に致しますので、下記の事項にお答え下さい。
(1) 今年度の本財団の助成研究募集について、お知りになったのは下記のうちのどれですか。
該当するもの全てに○印をつけて下さい。
（  ）イ．組織内で募集のポスターを見た。
（　）ロ．組織内で募集案内の告知・連絡があった。
（  ）ハ．組織内・外の関係者や知人から聞いた。
（  ）ニ．財団のホームページを見た。
（　）ホ．財団からメールで連絡があった。（メールで募集連絡を受けた場合は必ず○）
（  ）へ．学会誌・雑誌・書籍（　　　　　　　    　　 ）で知った。
（　）ト．学会のホームペ―ジ（　　　　　　　    　　 ）で知った。
（  ）チ．その他（                                   ）で知った。

(2) 本財団の助成研究費用の上限額について、該当するものに○印をつけて下さい。
（  ）イ．現状でちょうど良い　　（一般1,500千円、若手1,000千円）
（　）ロ．もう少し増やして欲しい（一般2,000千円、若手1,500千円）
（　）ハ．大幅に増やして欲しい　（一般3,000千円、若手2,500千円）
（　）二．大規模助成枠を追加して欲しい（1件： 5,000千円）
（　）ホ．大規模助成枠を追加して欲しい（1件：10,000千円）
          大規模助成枠の具体的テーマ（希望）があれば記載してください。
　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（  ）へ．その他希望額　　　　　（一般      千円、若手      千円）

(3) 主に活動されている学会がございましたら下記にご記載ください。
（今後、学会HP等へ公募の会告記載をお願いするための参考にさせていただきます）


(4) 本財団の活動について、ご要望、お気づきのことがありましたらお聞かせ下さい。












2



